
市民と市長の 

地域みらい懇談会 

【土 井 首 地 区】

要望・提案と回答 

令和元年１２月１５日（日）

南 部 市 民 セ ン タ ー 



市民と市長の地域みらい懇談会【土井首地区】 

要 望 ・ 提 案 一 覧 

令和元年12月 15日（日）開催 

１～６は当日発表 

要望・提案項目 団体名 担当課 ページ 

1 

渋滞緩和のための小ヶ倉町～柳田

町の海岸道路（迂回路）の早期整

備について 

平山台1丁目自治会 
土木部 

土木建設課 
1～2 

2 
都市計画道路 長崎外環状線（新戸

町～江川町）の進捗状況について 
平山台1丁目自治会 

土木部 

土木企画課 
3 

3 
鶴見台から三和上地区までの道路

整備について 
三和町自治会 

南総合事務所 

地域整備課 
4 

4 竿浦町の河川公園の整備について 笠浦町自治会 

土木部 

土木建設課 

土木企画課 

5 

5 

平山から南陽小学校及び土井首中

学校への公衆トイレの設置につい

て 

平山町自治会 
南総合事務所 

地域整備課 
6 

6 
鶴見台団地裏の米山の防災事業推

進について 
鶴見台自治会 

南総合事務所 

地域整備課 
7～8 



 

要望・提案項目 団体名 担当課 ページ 

7 
自治会加入率低下への対応につい

て 
平山台２丁目自治会 

市民生活部 

自治振興課 
9～10 

8 
自治会未加入者へのごみ分別等の

周知について 
平山町自治会 

環境部 

廃棄物対策課 
11～12 

9 
地域コミュニティ税の導入検討に

ついて 
平山台２丁目自治会 

市民生活部 

自治振興課 
13～14 

10 
イノシシ等による鳥獣被害対策に

ついて 

土井首地区コミュニティ

協議会 

水産農林部 

農林振興課 
15～17 

11 路線バスのバス停増設について 
土井首地区民生児童委員

協議会 

まちづくり部 

都市計画課 
18 

12 
地域団体の次世代のリーダー育成

について 

土井首地区コミュニティ

協議会 

企画財政部 

地域コミュニティ

推進室 

19 

13 
南部市民センターの計画的な改修

について 
南部市民センター 

南総合事務所 

地域福祉課 
20 

14 
手話通訳者養成講座の南部地区で

の開催について 

社会福祉協議会 

土井首支部 

福祉部 

障害福祉課 
21 

15 
一人暮らし高齢者と直接連絡が取

れる機械の導入について 
市営毛井首団地自治会 

南総合事務所 

地域福祉課 

・ 

福祉部 

高齢者すこやか

支援課 

22 

 



回 答 票 
土井首 

【部・課名】 土木部 土木建設課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山台 1丁目自治会 

【件 名】 
渋滞緩和のための小ヶ倉町～柳田町の海岸道路（迂回路）の早期整

備 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（ 事業実施中            ） 

 小ヶ倉町から柳田町の海岸道路につきましては、市道土井首町磯道町線と

して、土井首町の毛井首団地下の海岸付近から、磯道町の弁天島付近に至る

延長 760ｍ・幅員 8.5ｍの計画で平成 19 年度から事業を行っています。 

この道路整備につきましては、土井首地区及び磯道地区の利便性や防災機

能の向上を図るため、長崎県が実施している護岸整備と一緒に事業を進めて

いるところです。 

現在の進捗状況ですが、平成 30 年度末で約 74％の進捗となっており、こ

れまで約 380ｍの舗装工事が完了しております。今後も長崎県による護岸の

埋立て改良と併せて道路整備を進めてまいります。 

また、この路線の弁天島付近から国道 499 号までは、弁天島を通るルート

を計画しており、地権者の方と協議を進めているところですので、今後も協

議を継続してまいります。 

 

Ｎｏ．１ 

1



2



回 答 票 土井首 
【部・課名】 土木部 土木企画課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山台 1丁目自治会 

【件 名】 都市計画道路 長崎外環状線（新戸町～江川町）の進捗状況 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

⑤ 斡  旋 ６ その他（ ） 

都市計画道路長崎外環状線（新戸町～江川町）につきましては、地元自治

会や関係団体で構成する長崎外環状線道路建設促進協議会の積極的な要望

活動の結果、平成 28 年度に新規事業化され、令和 12 年度の事業完了を目標

に、長崎県におきまして、これまでに道路、橋梁、トンネル等の設計や用地

測量、及び地元説明が行われ、昨年度から、主に江川町交差点側の用地交渉

と、新戸町 IC側の工事が実施されているところです。 

長崎市におきましても、(都)長崎外環状線の整備は、渋滞緩和や防災対策

のみならず、交通アクセスの向上による産業・観光振興に大きく貢献するも

のと考えていますので、当該区間の早期完成に向けて、地元の皆様や、市議

会、経済・交通運輸団体と一体となり、長崎外環状線道路建設促進協議会を

中心に、長崎県と連携して事業推進に取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

Ｎｏ．２ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 南総合事務所 地域整備課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 三和町自治会 

【件 名】 鶴見台から三和上地区までの道路整備について 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

 三和上地区の道路拡幅につきましては、以前、鶴見台から三和上地区まで

の道路整備について、用地の関係、また、海側の傾斜が急こう配地でもあり

事業が進まなかったと聞いています。 

また、既存の市道を活かし、斜面地の住民の居住環境の改善と防災性の向

上を図る「車みち整備事業」では、既存の道路勾配がきつく厳しい状況です。 

そこで、既存の市道のルートを変更し、海側の市道から上地区上部につき

まして、既存の道路及び沿線の宅地の高さなどの調査・測量を行い、道路整

備の可能性について検討を進めてまいりたいと考えております。 

参考 ≪車みち整備事業≫ 

１．基本方針 

（１）密集市街地などの斜面地において、住民の居住環境の改善と防災性の向上を図り

ます。

（２）既存の道路を活かし、幅員 4m にこだわらず、地域の実情に応じた整備を行います。 

（３）長崎市と地域が一体となって迅速な整備を行います。（事業への地元協力）

（４）事業に必要な用地は寄附を基本とします。

２．整備条件 

（１）既成市街地内の斜面地にある市道（里道で道路幅員 2.5m 以上（一部 2.0m まで）

確保され、市道として認定することができるものを含む）であること。

（２）整備後の道路を利用する家屋（生活実態のある家屋）が 5戸以上あること。

（３）整備後の縦断勾配が 25％以下であること。ただし、平均縦断勾配としては 20 パー

セント以下であることが望ましい。

（４）用地提供等を含めた事業協力について、地元自治会や地権者の同意が得られるこ

と。

Ｎｏ．３ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 土木部・土木建設課、土木企画課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 竿浦町自治会 

【件 名】 
竿浦町の河川公園の整備 

・子どもが遊ぶ公園が少ない

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

都市基盤河川江川川改修事業は、竿浦町を流れる二級河川「江川川」の氾

濫を防ぐため、竿浦町から江川町までの延長約 2,500ｍの区間において、昭

和56年から改修を行っているところで、平成30年度末の進捗率は89％です。 

工事期間中における地元の皆様方のご理解とご協力に、改めて感謝申し上

げます。 

 ご要望の箇所につきましては、当初の河川整備計画で川を直線に整備する

計画としていたため、そのために必要な用地を買収しましたが、平成 22 年

度に計画の見直しを行い、現在の川の形をなるべく変えないような形で河川

を改修したことから一部の敷地が残っているものです。 

この敷地の買収に際しては、当初計画に基づき国の補助を受けて河川とし

て取得したものであり、河川の護岸を守ることなど以外の整備はできないた

め、遊具設置などの公園の整備は困難と考えています。 

一方、当該地域周辺には公園が少ない状況にありますので、当地区への公

園整備の必要性や手法等について、南総合事務所とも連携しながら、検討し

ていきたいと考えています。 

Ｎｏ．４ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 南総合事務所 地域整備課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山町自治会 

【件 名】 
平山から南陽小学校及び土井首中学校への公衆トイレの設置につい

て 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

南総合事務所地域整備課管内では、本年 11 月末現在、管内の公園 109 箇

所のうち 60 箇所に設置している公園便所と人の往来の多い場所や観光地周

辺などの公道に設置している 30箇所の公衆便所、合計 90 箇所設置していま

す。 

ご要望の公衆便所の設置につきましては、前回ご要望時に、平山第一公園

を利用いただくように回答しておりましたが、当該公園便所につきまして

は、45年経過しており国道 499 号から約 150ｍの距離にあるため、こちらの

公園を利用するのは厳しいと伺っています。 

ご要望されている平山バス停付近につきましては、通学する子供たちはも

ちろんのこと、八郎岳への登山口として多数の方々が訪れていることから、

通常の公衆便所の設置ではなく山登りの方々の拠点づくりなど、地域活性化

の一つとして検討させていただきたいと考えています。 

Ｎｏ．５ 
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回 答 票 土井首 
【部・課名】 南総合事務所 地域整備課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 鶴見台自治会 

【件 名】 鶴見台団地裏の米山の防災事業推進について 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 鶴見台団地裏の米山の防災事業推進についてですが、米山は土石流やがけ

崩れの土砂災害警戒区域及び特別警戒区域に指定されています。 

 このような区域につきましては、急傾斜地崩壊対策事業により工事を行う

ことになりますが、事業の実施には自然斜面に限定されるため、人工斜面に

ついては厳しいと考えられ、併せて、斜面の勾配や崖の高さ、被害を受ける

家屋の数、用地の無償提供など、採択要件を満たしていなければ実施できな

いことから、県と協議し現地確認の上、調整を図りたいと考えております。 

また、事業については、採択要件に併せて県事業と市事業がありますが、

規模の小さい市事業の場合、地元が事業費の 5％または上限額（75 万円＋1

万円×施工延長）のいずれか低い額の負担金が必要となります。 

 なお、市道区域内の危険個所につきましては、災害防止及び災害の拡大防

止を図るため、擁壁などによる対策の検討を行いたいと考えています。 

 

 

Ｎｏ．６ 
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参考 

採択要件 

区  分 市施行 
県施行 

通常時 緊急災害発生後 

斜面の勾配 30 度以上 

斜面の高さ 5m 以上 10ｍ以上 
10ｍ以上 

人家被害 5ｍ以上 

被災の恐れ 

のある人家 
5 戸以上 10 戸以上 5 戸以上 

斜面の種類 自然斜面 自然斜面 自然斜面 

事業費 ― 7,000 万円以上 1,500 万円以上 

その他の条件 移転適地が無いこと 

負担割合 

県：50% 

市：50%-地元負担額 

地元：5%または上限額

のいずれか低い額 

国：40～47.5% 

県：40～47.5% 

市： 5～ 20% 

※地域からの申請に基づき実施（土地の寄附等の同意書が必要） 
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回 答 票 土井首 
【部・課名】 市民生活部 自治振興課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山町自治会 

【件 名】 自治会加入率低下への対応 

【回答内容】 

  ○1  可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 皆様には、日頃より各種サークル活動や高齢者ふれあいサロン、夏祭りの

開催といった親睦活動、防災マップづくりなどをはじめ、住みよいまちづく

りのために、自治会活動に取り組んでいただき、この場を借りてお礼を申し

上げます。 

 自治会は地域コミュニティの核であり、その重要性は、今後ますます増し

ていくものと認識しています。今後も「広報ながさき」などを通じ、地域で

頑張る自治会の活動内容と必要性を広く地域住民に知っていただくことで、

自治会活動への積極的な参加を促していきたいと考えているところです。 

しかしながら、全国的な少子高齢化のなか、自治会会員においても高齢者

の方が増え、積極的な自治会活動を行えないことを危惧して自治会を退会さ

れるという事例を耳にすることがあります。 

自治会によっては、高齢者の役職免除や役員の定年制といった対応をされ

ているところもあるように伺っておりますが、このような配慮を行うために

は、自治会活動を支える世代の加入率向上が不可欠と考えております。 

Ｎｏ．７ 
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 長崎市では、より多くの方に自治会に加入いただけるよう、毎年 11 月の

加入促進月間における啓発活動などに加え、関係行政機関や関係団体、企業

等に対する従業員等の自治会加入や活動への参加のお願い、転入・転居の 

異動繁忙時期における異動者への自治会加入の呼びかけに取り組んでいる

ところです。さらに、今年度より、従来、市営住宅入居者向けに行っていた

自治会加入の案内を、県と連携し県営住宅にも広げるなどの取組みを行うと

ともに、従来、紙媒体で受け付けていた自治会加入申込を、利便性を考え、

市のホームページからも申し込みいただけるようにしています。 

また、運営上の困りごとを抱えている自治会に対しては、要請に応じて職

員が自治会を訪問し、よい解決方法を一緒になって話し合っているところで

す。 

現在、土井首地区では、土井首地区コミュニティ協議会を設立し、先進的

な取組みをされております。コミュニティ協議会が実施するイベントや行

事、又は事業は、自治会に加入していない方や構成団体であるさまざまな団

体の方に、自治会の大切さや自治会の活動に関心を持っていただく機会とも

なり、自治会への加入促進につながるものと考えており、課題解決に向けた

協議会の取組みに対し、積極的に支援を行ってまいります。 

今後も自治会に寄り添った取組みを継続し、自治会が高齢の会員に対し、

配慮しやすくなるような環境づくりや、自治会が運営上の困りごとを気軽に

相談できる雰囲気づくりに努めてまいります。 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 環境部 廃棄物対策課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山自治会 

【件 名】 自治会未加入者へのごみ分別等の周知 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 自治会未加入者へのごみ分別等の周知につきましては、ごみ分別に関する

情報を広報紙やホームページ等に掲載するほか、ごみ分別・マナーに関する

チラシを、不動産業者や大学・専門学校に協力を依頼して配布するとともに、

地域センター等の窓口で受け取ることができるようにしております。 

なお、自治会未加入者に限らず、ごみ分別が不十分である方やごみ出しマ

ナーを守らない方への対策といたしましては、自治会からの個別のご要望に

応じて、ポスティング（郵便受けへのチラシ入れ）や市の職員が現地での立

ち番指導を行っております。また、市の職員がごみ袋の開封調査を行い、排

出者が特定された場合は、直接指導を行うなどの対応も行っておりますの

で、情報の提供等のご協力をお願いいたします。 

 今後とも、自治会の皆様のご協力もいただきながら一緒になって、ごみ分

別の徹底とごみ出しマナーの向上に努めてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

Ｎｏ．８ 
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長崎市のホームページか

ら「ごみ・リサイクル」

をクリック！ 

町名で検索

できます！ 

アイコンをクリ

ックするとごみ

出し曜日などが

確認できるよ！ 

 こちらから、ごみ分別チラシを確認できます 

ごみ分別チラシのＱＲ

コードを読み込む！

（参考資料） 

ごみステーションの場所やごみ出し曜日はホームページから確認できます！ 
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回 答 票 土井首 
【部・課名】 市民生活部 自治振興課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 平山台 2丁目自治会 

【件 名】 地域コミュニティ税の導入検討 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ○3  不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 地域コミュニティ税の導入検討についてお答えします。 

長崎市では、単位自治会に対し、広報ながさき等配付謝礼金やリサイク活

動謝礼金の支払い及び自治会広報掲示板設置補助金、自治会集会所建設奨励

費補助金などの支援を行っております。 

また、現在、長崎市では、将来を見据え、様々な団体が連携し、地域課題

の解決のための取組みを行う地域コミュニティ連絡協議会の設立を進めて

います。 

土井首地区では、土井首地区コミュニティ協議会を設立し、地域コミュニ

ティ推進交付金を活用しながら、様々な取組みを行っておられます。 

 ご質問にあった宮崎市の例では、平成 18 年１月から地方自治法の規定に

基づく地域自治区を設置しており、その制度を支える財源として、法定外目

的税である地域コミュニティ税を導入し、個人で市民税均等割が課税されて

いる方を対象に、一人あたり 500 円の地域コミュニティ税を上乗せして徴収

し、各地区の地域まちづくり推進委員会に交付していました。 

Ｎｏ．９ 
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しかしながら、平成 21 年度から導入された地域コミュニティ税は、平成

22 年限りで既に廃止されており、現在では地域コミュニティ活動交付金は、

一般財源により継続していると伺っております。 

長崎市では、今までの自治会に対する支援に加え、さらに地域コミュニテ

ィの活性化を推進するため、地域コミュニティ推進交付金を交付していると

ころであり、法定外目的税である地域コミュニティ税は、市民に更なる負担

を強いることになるため、導入する考えはありません。 

今後とも、長崎市では、自治会の加入率の向上につながるよう、自治会が

行っている地域での見守り活動や環境美化活動など、自治会の取組みや重要

性について、積極的に周知広報を行うとともに、自治会未加入者に対する加

入促進を自治会と協力しながら行ってまいります。 
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回 答 票 土井首 
【部・課名】 水産農林部 農林振興課 

地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 土井首地区コミュ二ティ協議会 

【件 名】 イノシシ等による鳥獣被害対策 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

イノシシやシカなどが市街地へ出没することに関する相談が増える状況

にありますが、皆様方におかれましても、ご心配のことと存じます。 

イノシシ等による鳥獣被害対策につきましては、「防護」、「棲み分け」、「捕

獲」の３つの対策を基本に、猟友会やＪＡ、長崎県、長崎市などの関係団

体で組織されました「長崎市有害鳥獣対策協議会」と、市が委託した有害

鳥獣対策の専門業者との連携を図りながら対策を実施しているところで

す。 

まず、「防護対策」については、農作物被害に対し国庫事業を活用したワ

イヤーメッシュ柵の設置を進めるとともに、市独自の取り組みとして、国

庫事業の要件に該当しない小規模農地における農作物被害や市街地周辺の

生活環境被害を防止するために、個人の農業者や自治会等へワイヤーメッ

シュ柵等を貸与しています。 

次に、「棲み分け対策」については、ワイヤーメッシュ柵等の点検、補修

及び周辺の除草作業など地域ぐるみの取り組みを推進するとともに、地域

住民の集会等において、有害鳥獣の生態や被害発生の原因、効果的な対策

について、委託している専門業者が懇切丁寧なコンサルティングを行うな

ど、有害鳥獣が出没しにくい環境づくりに取り組んでいます。 

次に、「捕獲対策」については、有害鳥獣の個体数を抜本的に減少させる

よう、「長崎市有害鳥獣対策協議会」及び狩猟免許を有しない方も捕獲活動

に従事する「地域ぐるみの捕獲隊」が連携し、計画的な捕獲体制の強化に

取り組んでおり、平成 25 年度は、市全体の捕獲頭数が 1,341 頭、そのうち

イノシシ 1,052 頭、シカ 289 頭でありましたが、平成 30 年度には、市全体

Ｎｏ．１０ 
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の捕獲頭数が 4,686 頭、うちイノシシ 3,732 頭、シカ 954 頭と増加してい

るところです。 

このように捕獲頭数が増加している状況にありますが、有害鳥獣による市

街地周辺での生活環境被害の相談は増えていることから、引き続き、地域

が主体となって、３つの対策を推進することが必要であると考えておりま

す。 

特に、防護対策につきましては、他の地区において、自治会が主体となり、

計画的にワイヤーメッシュ柵を設置し、地域ぐるみで被害防止に努めてい

る事例などもございます。 

長崎市としましては、有害鳥獣の被害も多様化しており、また、人口減少

や高齢化など取り巻く状況も変化していることから、これまでの対策を検

証しながら、これからの地域の課題解決に向けた対応ができる方針を策定

したうえで、対策を進めていく必要があると考えています。 

鳥獣被害対策につきましては、地域の皆様と連携して一緒に取り組んでま

いりたいと考えておりますので、ご理解、ご協力の程、よろしくお願いい

たします。 
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自治会による防護対策による防護対策（ワイヤーメッシュ柵設置） 

〈設置状況〉 

〈設置完了後〉 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 まちづくり部 都市計画課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 土井首地区民生児童委員協議会 

【件 名】 路線バスのバス停増設 

【回答内容】 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

 南柳田バス停と土井首中学校前バス停間の距離はおよそ７００ｍで、これ

らのバス停の中間にお住いの方は、一定の距離があると認識していますが、

この区間は、朝夕の交通量が非常に多く頻繁に交通渋滞も発生し、バスが停

車しますと更なる交通渋滞を助長することが懸念され、交通事故の要因にも

なりかねないことから、バス専用の停車スペースであるバスベイの設置がな

いとバス停の設置は、運行事業者である長崎バスとしても難しいとのことで

した。 

また、ご要望の区間の歩道幅員は２ｍ程度しかなく、道路幅員の中でバス

ベイを設けるスペースがないことから、現状としては、バス停の設置は難し

い状況です。 

しかしながら、今後、長崎外環状線の整備などにより道路環境や交通量に

変化があることも考えられますので、事業の進捗を注視しながらバス停新設

の可能性を探っていきたいと考えています。 

Ｎｏ．１１ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 地域コミュニティ推進室 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 土井首地区コミュニティ協議会 

【件 名】 地域団体の次世代のリーダー育成 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 地域団体の次世代リーダー育成についてお答えします。 

土井首地区におかれましては、すでに地域コミュニティ連絡協議会を設立

されており、若い世代をはじめとした多くの方々が協議会の活動に参加され

ていらっしゃいます。一方で、地域団体の次世代リーダーの育成については、

地域のまちづくりにおける課題の一つであると認識しております。 

長崎市では、総合事務所や地域センターのまちづくり支援担当職員や地域

コミュニティ推進室の職員が地域の皆さんと一緒に、地域での様々な話し合

いの場や催し等を通して、関わってくださる地域の方や、参加者から次世代

のリーダーとなる人材の発掘や育成に取り組んでいます。 

 また、次世代のリーダーに求められる様々な技能（スキル）習得のための

研修会等につきましても引き続き開催してまいります。加えて、協議会の事

業として、研修の実施等のご要望がありましたら、講師やテーマなどについ

ても地域の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 

 

Ｎｏ．１２ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 南総合事務所 地域福祉課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 南部市民センター 

【件 名】 南部市民センターの計画的な改修 

【回答内容】 

  ① 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 （要望の主旨） 

開設後 10 年以上が経過し、重要設備等の劣化により施設利用に支障が出ないか心配し

ている。厳しい財政状況であるとは理解できるが施設の計画的な改修等をお願したい。 

南部市民センターは平成１９年３月に開設され、開設当初から地元密着型

の施設として地元の皆さんで構成された「南部市民センター運営委員会」に

管理をお願いしており、地域住民へのサービス向上と地域コミュニティの活

性化に大きな役割を果たすとともに、行政とも良好な関係を保ちつつ、日頃

から適正な施設管理を行っていただき改めて感謝いたします。 

なお、開設から１２年が経過し、施設のほころびも出始め、最近では照明

や自動ドアの修繕など小さな不具合が発生してきており、利用される皆さん

にご迷惑をおかけしていますことを深くお詫びいたします。 

ご要望のあった計画的な改修については、各設備の耐用年数等を考慮し、

例えば、これまで故障が無かった空調についても来年度から専門業者に保守

点検をお願いするなど、重要設備の適正な管理に努めるとともに、今後も、

これまでどおり、予算要求前には運営委員会の皆さんから施設管理について

のご意見やご要望をお聞きしながら、施設の長寿命化に向けて計画的に取り

組んでいきたいと考えています。 

 

Ｎｏ．１３ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 福祉部 障害福祉課 
地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 社会福祉協議会土井首支部 

【件 名】 手話通訳者養成講座の南部地区での開催 

【回答内容】 

  ○1  可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

 長崎市は今年度から、「長崎市手話言語条例」の施行に伴い、手話を言語

として位置づけ、手話への理解促進や普及していくための取組の１つとし

て、講座を実施しています。特に、市内の中学生を対象に、学校へ聴覚障害

者と手話通訳者の２名を派遣し、聴覚障害者の経験談や簡単な手話を教えて

おりますが、生徒達は大変熱心に聞いてくれています。１１月１３日には土

井首中学校でも手話講座を開催させていただいたところです。 

今後は、地域のかたに対しても手話を知っていただき、身につけていただ

く機会の場をつくることも重要と認識しておりますので、ご要望の手話通訳

者を養成する講座を南部地区で開催することにつきましては、大変ありがた

いことであり、後日、日程等をお伺いさせていただき、講座内容や回数等に

ついて手話通訳者等の関係機関とも調整しながら、実施に向けて進めていき

たいと考えております。 

 

Ｎｏ．１４ 
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回 答 票 
土井首 

【部・課名】 
南総合事務所 地域福祉課 

福祉部 高齢者すこやか支援課 地 区 

要
望
内
容 

【団体名】 市営毛井首団地自治会 

【件 名】 一人暮らし高齢者と直接連絡が取れる機械の導入 

【回答内容】 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（既に実施中               ） 

（要望の主旨） 

今年７月に団地内で孤独死があり、表記のような機械があればよいと思った。福祉のサービス

で緊急通報装置があることは知らなかった。自治会の集まり場などで、このような福祉サービス

について説明してもらいたい。 

ご要望をいただきました件につきましては、既に「緊急時訪問介護事業」

という事業を実施しています。 

この事業は、概ね 65 歳以上の単身世帯や高齢者のみの世帯などで、急病

等緊急時の対応が必要な方に対して、緊急時に迅速・適切な対応ができるよ

う、緊急装置を設置し、必要に応じて、訪問介護員を派遣するものです。 

また、特に必要と認められる方については、孤独感を和らげることを目的

に、定期的に電話による「声の訪問」も実施しています。 

本事業の詳しい内容や利用のご希望がございましたら、土井首地域包括支

援センターまたは南総合事務所地域福祉課でご相談に応じておりますので、

ご遠慮なくご連絡いただきますようお願いします。また、今後、土井首地域

センターと南総合事務所地域福祉課及び土井首地域包括支援センターが連

携し、自治会長様と調整のうえ、当該事業をはじめとした高齢者の在宅生活

に係る福祉サービスについて、地域において説明の場を設けたいと考えてお

りますのでご協力のほどよろしくお願いいたします。 
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